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2人の新人療法士にインタビューしました

青瀬 美緒｜理学療法士
新潟医療福祉大学
Ｒ2年4月採用

片桐 遥奈｜作業療法士
千葉医療福祉専門学校
Ｒ2年4月採用



Tateyama Orhopedic Clinic

質問1｜どうしてこの職場を選びましたか?

臨床実習の際、理学療法士として正確に
患者様の評価・アプローチをするためには、
まず正確に患者様に触れることが
必要だと感じました。
そこで、体表解剖学の教育に力を入れている、
たてやま整形外科クリニックで
触察のスキルを上げたいと感じ、
就職を決めました。
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質問2｜新人教育制度はどうですか?

1つの関節について、評価や治療を学んだ後、
その関節疾患の症例を担当しています。
段階をおって症例を担当するため、
混乱することなく診療に当たれています。
診療後も気軽に先輩療法士に相談したり、
評価・治療技術の指導を丁寧に受けることが
できるので、着実にスキルアップできます。
作業療法士として、整形外科分野という
未知の領域へのチャレンジでしたが、
先輩方のサポートにより、
安心して業務に取り組めています。
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様々な疾患や背景を持つ患者様一人ひとりに対し、
しっかりと向き合い治療に取り組むことができます。
地域に密着したクリニックで、
介護予防事業に精力的に携われ、
学生を中心としたスポーツ傷害 にも
関わることができます。
新人担当の先輩はもちろん、
先輩スタッフ一人一人がとても親切で、
多方面から多くのアドバイスをくださるので、
非常に良い環境で学びを深めることができます。

質問3｜他人にこの職場のことを説明するときにどのように説明しますか?
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質問4｜この職場でしか得られない経験は何ですか?

外来リハビリのみでなく、
訪問や通所リハビリを展開しているため、
ひとつの分野に留まらない経験を
積むことができます。
また、カンファレンスや勉強会を通じて
整形外科疾患や触察について知識を深め、
業務に活かすことができます。



Tateyama Orhopedic Clinic

質問5｜館山の生活はどうですか?

県外の出身のため、
まだ分からないことばかりですが、
公私共に非常に充実した日々を送れています。
たてやま整形外科クリニックには、
ランニングや釣り、サーフィンなど、
館山ならではのレジャーを楽しんでいる
先輩スタッフが沢山いらっしゃるので、
これから教えていただきながら挑戦し、
楽しんでいきたいです。
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地元であり、車が欠かせない環境ですが、
空気は綺麗で食品も新鮮なものばかりで、
過ごしやすい環境です。

休日には実家の農業の手伝いや、
趣味として釣りをしています。

ランニング、マリンスポーツ、釣りといった趣味は
もちろんのこと、観光地であるため、海沿いをただ
ドライブする、という楽しみ方もできるのんびりと
した土地です。
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